
E.A.G.L.E. 
(Excellence Accelerator for Grounded Learning Environment) 

英語を母語としない学生のための
アカデミック・ライティング・ワークショップのご案内

E.A.G.L.E. (Excellence Accelerator for Grounded Learning Environment)プログラム
• 日本の初等・中等教育ではロジカルな文章を書くという面が弱いと指摘されています。
• 2019年12月に発表されたOECDによる国際学習到達度調査（PISA）2018年の結果では、「読
解力」が一段と低下してました。特にデジタル時代に必要とされる「情報を探し出す力」
と「（情報を）評価し、熟考する力」を測る問題の成績が下がっている点が憂慮されてい
ます。（日本経済新聞 2019年12月10日）

• 実はマレーシアの大学（大学院）でも“批判的な読解力”の弱さが、 “批判的に考える”さら
に“批判的に書く”能力の弱さにつながり、卒業できない学生が少なくありません。

• その解決に取り組んだのが、米国スタンフォード大学で博士号を取得したUniversiti Putra
Malaysia (UPM) デザイン・建築学部主任教授 前学部長のDr.ラヒナ・イブラヒム教授で
す。大学院生の学習・研究行動をエスノグラフィー研究から理論化して、ユニークなツー
ルとテクニックによるE.A.G.L.E. (Excellence Accelerator for Grounded Learning Environment)プ
ログラムにまとめました。

• このプログラムによって教授が指導する大学院生はほぼ年限内に修了するようになり、
UPMだけでなく、国外の大学や企業研修にもその利用が広がっています。

• 今回のワークショップは、E.A.G.L.E. Program Japanを受託しているヘルスケアリサーチ株式
会社がマレーシアで学ぶ留学生のために開催する特別プログラムです。

• E.A.G.L.E. Programのユニークな9つのツールとテクニックで “アカデミック・ライティング”
のスキルを４つのパッケージで学びながら、論文やレポートの骨子を作成していきます。

EW-1: イノベーティブリサーチの基礎 2020年3月特別コース
3月21日(土） 3月22日(日）

10:00-
13:00 パッケージA パッケージC

14:00-
17:00 パッケージB パッケージD

受講料 8,500円／パッケージ
定員 18人／パッケージ

会場
Putra Science Park,
Universiti Putra Malaysia,
43400 UPM Serdang,
Selangor, Malaysia

協力 (暮旅)



開発者 Dr.ラヒナ・イブラヒム（Rahinah Ibrahim）教授
マレーシア・プトラ大学（Univeisiti Putra Malaysia)デザイン・建築学部 主
任教授・前学部長
• “Sustainable Design Informatics”の研究で、コンピュータ統合アプリケーション
の理論の確立について重点的に取り組む。

• 社会文化的・環境的な文脈をベースとした認知行動の分析及び解釈を、指導
法として体系化し、その実践に熟達

• 50か国以上で21以上の知的所有権を取得、3つの特許を商業化
• SCOPUSSS 高サイトスコア論文 9

トレーナー 野村眞弓
ヘルスケアリサーチ株式会社 代表取締役社長
2001年 日本大学大学院グローバルビジネス研究科 修了 修士（経営学）
2005年 千葉大学大学院社会文化科学研究科 修了 博士（学術）
2019年 E.A.G.L.E. 基礎トレーナー 認定
医療ツーリズムのリサーチがきっかけで、マレーシアの病院や大学と関係を

持つようになり、 E.A.G.L.E. Programに出会いました。日本で広めたいと認定ト
レーナーの資格を取り、日本でコースを開催し始めました。日本とマレーシア
の拠点で活動中です。

お問い合わせ・お申し込み
• 事務局のEAGLE Program Japanまでメールでご連絡ください。

eagle@healthcare-research.jp

• 申込み期限：2020年3月6日（金）

お問い合わせ・お申込み
ヘルスケアリサーチ株式会社 〒103-0004 東京都中央区東日本橋2-28-4 日本橋CETビル2階

E-mail: eagle@healthcare-research.jp

コースの概要
E.A.G.L.E.ワークショップ1：イノベーティブリサーチの基礎 は、インパクトのある論文
やレポートを執筆するための構成要素をモジュール化して、A～Dのパッケージにまとめて
います。
パッケージAでは、まず問題の取り上げ方と課題の設定方法について学びます。
パッケージBでは、問題からリサーチクエスチョンを組み立て、適切な調査戦略を選択し
ます。
パッケージ Cは先行研究のレビュー方法の基本的なテクニック、成果と解決策の策定方法
を学びます。
パッケージDでは全体を可視化して、論文やレポートの骨子にまとめ上げていきます。

E-mail address

 E.A.G.L.E  Programは、Universiti Putra Malaysiaのライセンスの下、Grounded Learning (M) Sdn. 
Bhd.が実施しています。このワークショップは日本の運営事務局を受託しているヘルスケ
アリサーチ株式会社が運営します。

ワークショップはUPMのE.A.G.L.E  Program認定トレーナー 野村眞弓が担当します。
教材は英語と日本語の対訳で、説明は日本語ですが、ライティングは英語です。
全パッケージ受講後は、Universiti Putra Malaysia、Grounded Learning、E.A.G.L.E. Program

Japan連名の修了書を授与します。
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